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梁側フカシ寸法　構87では675と記載ありますが、
伏図ではFM5が乗っている様にみえます。
伏図を参考にすると側フカシが1075となります。
宜しいですか。
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（床下端レベル免震FL+300）

A A’
上階床下がり範囲

免震装置交換方向

■凡例

M4：○○-○○○○○○

＊一番大きいサイズにて検討

FM4：基礎　1850ｘ1850ｍｍ 

*交換方向は

A-A’断面図

▽４FL

▽免震FL

交換方向は納まりにより調整可能とする

梁0.5t レバーブロック

作業スペース+基礎寸法

3300×3300
ジャッキ

鋼材 □400×400

交換スペース

7000×3000

交換
スペース

交換
スペース

梁

梁

赤点線部より
上部は配管可能

赤点線部より
上部は配管可能

断面図

側面からの交換作業

作業
スペース

※配管不可範囲

斜めからの交換作業

梁

搬出入時

交換
スペース

交換
スペース

作業
スペース

※配管不可範囲

・基本ルールの凡例を使用

⇒

・免震部材の交換ルートは2,000を確保

⇒

納まりにより調整可能

免震層  免震部材の交換ルート　1：125(A1)


